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中部ろうさい病院プログラムの特徴

• 当院プログラム 定数は8名に決定しました

１：サブスペ重点研修を可能にします

２：地理的に比較的コンパクトな範囲に連携病院を有

します

３：関連大学は名古屋大学に加えて藤田保健衛生大

学、愛知医科大学と連携します

４：労災病院グループの関東労災病院とも連携します

中部ろうさい病院後期研修案内

http://chubuh.johas.go.jp/recruit/kokikenshui.html



中部ろうさい病院プログラムの特徴

• 希望専門領域に重点をおいたサブスペ重点コースと各科
ローテーションコースを準備します

• 研修実績に基づき、同時に複数科症例を経験することに
より、内科専門医取得に必須の症例経験を習得し、サブ
スペ重点コースを選択可能とします

• 内科専門医研修中に経験した症例は将来選択するサブ
スペシャルティ領域の専門研修の症例としても認められ
ます（連動研修）

• 初期研修中の症例も審査の上、内科専門研修症例とし
て認定します



試験日程

• 採用試験日程

• 10月19日（木） 午後5時
• 11月 7日（火） 午後5時
• 上記日程を予定しますが、都合がつかない場合はご相談下
さい：詳しくはHPを参考にして下さい

• 希望する研修方式を含めて柔軟に対応を検討いたしますので、
不明な点はどのような点でも気軽にお問い合わせ下さい

• 応募時に内科専攻科が決定していない時は「内科」での応募
も可能です

問い合わせ先 内科プログラム責任者 丸井
伸行

marui.cvm@chubuh.johas.go.jp

mailto:marui.cvm@chubuh.johas.go.jp


当院プログラムについて：サブスペ重点研修（例）

• 希望科を中心にローテーションを行います

• 初期研修時の担当症例ならびに内科専攻医研修開始後の担当症例数を評価
して、サブスペ重点研修を開始します

• 必須症例確保のために、並行研修を検討中です
• 連携施設研修に関しては、原則12ヶ月（6ヶ月基幹クラス病院、６ヶ月地域中核

病院）を予定しますが、平成30年度開始プログラムにおける連携病院派遣期
間は現時点で流動的です



当院プログラムについて：ローテーション研修（案）

• 従来の内科研修方式。全科各２ヶ月ずつローテーション。ローテーションを行い
ます

• 必須症例確保のために、一部並行研修を検討中です
• 連携施設研修に関しては、原則12ヶ月（6ヶ月基幹クラス病院、６ヶ月地域中核

病院）を予定しますが、平成30年度開始プログラムにおける連携病院派遣期
間は現時点で流動的です



連動（並行）研修

連動研修（並行研修）

内科専門研修中に将来選択する専門科症例を担当した場合は、その研修
を連動研修（並行研修）として将来選択するサブスペシャルティ領域の専
門研修としても取り扱います。

従って内科専門医研修とサブスペ専門医研修を同時に進行することが可
能です。
「内科学会HPより引用」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内科専門研修中に将来選択する専門科症例を担当した場合は、その研修を連動研修（並行研修）として将来選択するサブスペシャルティ領域の専門研修としても取り扱います。




当院プログラムについて：イメージ図



当院プログラムについて：診療実績



当院プログラムについて：連携・特別連携施設

現在 中部ろうさい病院は531床で運用しています



必須履修項目

• 修了認定には、主担当医として3年間で専門研修を修了する
までに、内科全分野を 70 疾患群に分類して、最低 56 疾患
群の中から１症例以上受け持ち、計 160 症例以上を経験し
登録します（外来症例は 1 割まで含 むことができる）

• 到達目標は70 疾患群 200 症例

• 初期研修医症例 必須症例の1/2が認められます

• 主たる担当医症例として80症例、病歴要約14症例まで認め
られます

病歴要約提出

• 専攻医2年次修了時までに29症例の病歴要約提出を行いま
す（Web登録：J-OSLER）

2015 内科学会

内科専門医を取得するには





当院プログラムについて
当院での研修で必須項目は経験できるか？

A B C D E F G専攻医

疾患群経験
（70疾患群中）

90-100%
66 67 63 70 70 70 69

平成28年度専攻医 内科疾患群カバー率（１年間）

必須経験症例数 必須症例数 160症例数
当院内科専攻医担当医数（ １年間の症例）

平成28年度（7名）:162-258：平均 210
平成27年度（5名）:217-291：平均 254

過去の実績から考えると1年間での必須項目経験も可能です



内科学会からの情報

• 内科学会HP
「平成30年度からの内科研修を希望する方へ」

http://www.naika.or.jp/nintei/shinseido2018-2/h30_senkoi/

• 上記にまずアクセスして、専攻医登録方法を確認下
さい

• 同じページから全国のプログラムを閲覧できます

http://www.naika.or.jp/nintei/shinseido2018-2/h30_senkoi/


今後の日程

・内科学会からの案内です。
・1次登録受付は10月10日開始
となりました。
・専攻医登録ID取得は内科学会
HPからリンクがあります（前頁）
・1次登録で採用決定される場合
は、11月15日までに応募プログ

ラムの内定を受けている必要が
あります



密度の高い内科研修を目指します

是非当院プログラムを検討下さい
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